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第
３
１
３
回
兵
庫
県
（
６
月
）
議
会

　

第
３
１
３
回
定
例
兵
庫
県
議

会
は
、
平
成
24
年
6
月
5
日
か

ら
6
月
13
日
ま
で
の
9
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、
議
員
提
出

案
件
1
件
、
事
件
決
議
案
件
7

件
、
専
決
処
分
の
承
認
案
件
2

件
、
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意

等
の
人
事
案
件
３
件
の
、
計
13

件
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、議
員
提
案
の「
兵

庫
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
」
は
、
議
会
改

革
の
取
組
と
し
て
、
本
会
議
に

お
け
る
代
表
・
一
般
質
問
に
つ

い
て
、
従
来
の
一
括
質
問
・
答

弁
方
式
に
加
え
、
分
割
質
問
・

答
弁
方
式
さ
ら
に
は
一
問
一
答

方
式
の
選
択
を
可
能
と
す
る
こ

と
、
ま
た
、
常
任
委
員
会
活
動

の
管
内
調
査
に
お
い
て
、
地
域

団
体
等
へ
の
聞
き
取
り
調
査
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
等
の

規
則
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
知
事
提
案
の
「
法
令

の
規
定
に
よ
り
条
例
に
委
任
さ

れ
た
基
準
等
に
関
す
る
条
例
及

び
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
は
、
第
１
次
・
第
２
次

地
域
主
権
一
括
法
に
よ
り
条
例

に
委
任
さ
れ
た
基
準
等
の
う

ち
、
条
例
を
定
め
る
場
合
の
基

準
と
な
る
政
省
令
が
新
た
に
示

さ
れ
た
道
路
法
、
医
療
法
等
の

関
係
事
務
に
つ
い
て
、
所
用
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
警

察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
周
辺
区
域
に
お
い
て
一

定
の
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に

支
給
す
る
「
特
殊
現
場
作
業
手

当
」
に
つ
い
て
、
避
難
指
示
区

域
の
見
直
し
等
に
伴
う
人
事
院

規
則
の
改
正
に
準
じ
、
所
用
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
特
徴
的
な
議
論
は
、

関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に
係
る
議
論
！

◎
２
件
の
請
願
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度
よ
り

　

①
大
飯
原
発
再
稼
働
に
関
し
て
国
の
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意

　
　

見
書
提
出
の
件

　
　

賛
成
：
共
産
党
議
員
団　

５
人

　
　
　
　
　

無
所
属　

丸
尾
議
員（
尼
崎
）、野
々
村
議
員（
西
宮
）、

　
　
　
　
　

中
田
議
員
（
三
田
）、
計
８
人

　
　

反
対
：
自
民
党
議
員
団　

46
人

　
　
　
　
　

民
主
党
・
県
民
連
合
議
員
団　

20
人

　
　
　
　
　

公
明
党
・
県
民
会
議
13
人

　
　
　
　
　

無
所
属　

石
原
議
員（
西
区
）、和
田
議
員（
垂
水
区
）、

　
　
　
　
　

計
81
人　
　

　

②
大
飯
原
発
再
稼
働
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
件

　
　

賛
成
：
共
産
党
議
員
団
５
人

　
　
　
　
　

無
所
属　

丸
尾
議
員
（
尼
崎
）、野
々
村
議
員
（
西
宮
）、

　
　
　
　
　

計
７
人

　
　

反
対
：
自
民
党
議
員
団
46
人

　
　
　
　
　

民
主
党
・
県
民
連
合
議
員
団　

20
人

　
　
　
　
　

公
明
党
・
県
民
会
議
13
人

　
　
　
　
　

無
所
属　

石
原
議
員（
西
区
）、和
田
議
員（
垂
水
区
）、

　
　
　
　
　

中
田
議
員
（
三
田
）、
計
82
人

◎
私
の
県
議
会
に
お
け
る
各
会
派
・
議
員
態
度
に
関
す
る
理
解

　

①
慎
重
な
取
り
扱
い
、
②
即
刻
停
止
と
も
に
、
全
議
員
89
人
中

81
人
が
反
対
を
し
、
即
刻
停
止
に
は
中
田
議
員
も
反
対
を
し

ま
し
た
。
反
対
を
し
た
多
く
の
議
員
も
３
・
11
福
島
原
発
事
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◆
国
論
を
二
分
す
る
原
発
再
稼
働
、

　
　
　
　
　
　
　

被
災
地
の
瓦
礫
の
広
域
受
入
問
題
！

◆福島原発の放射能拡散は相当に深刻！

　

大
飯
原
発
再
稼
働
反
対
を
求
め
る
首
相
官
邸
前
を
は
じ
め
と
す

る
デ
モ
行
動
は
、
従
来
の
デ
モ
と
は
異
な
り
一
国
民
が
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ

り
個
人
的
結
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
・
11
あ
れ
ほ
ど
の
福
島
原
発
事
故
を
受
け
て
で
あ
る
だ
け
に
、

安
全
優
先
か
経
済
優
先
か
と
二
者
択
一
、
ま
さ
し
く
国
論
を
二
分

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
先
日
、
東
京
や
神
奈
川
県
か
ら
放
射
能
被
爆
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
、
夫
を
残
し
て
母
子
で
避
難
を
さ
れ
て
き
た
数
名
の
方
々

の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
放
射
能
被
爆
か

ら
守
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
必
死
で
自
己
防
衛
す
る
た
め
に
情
報

収
集
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
見
方
に
よ
れ
ば
マ
ニ
ア
ッ
ク
（
あ
る

事
柄
に
極
端
に
集
中
す
る
）
に
も
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

客
観
的
な
事
実
の
把
握
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
瓦
礫
受
入
に
つ
い
て
は
政
府
は
６
月
29
日
各
自
治
体
へ
の

通
知
に
お
い
て
「
岩
手
県
に
お
け
る
広
域
処
理
に
、
既
に
実
施
中

の
自
治
体
や
現
在
調
整
中
の
自
治
体
に
お
け
る
受
入
予
定
量
で
広

域
処
理
必
要
量
に
達
す
る
見
通
し
が
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
現
在
調

整
中
の
自
治
体
に
お
け
る
広
域
処
理
を
確
実
な
も
の
と
し
、
そ
れ

以
外
の
自
治
体
と
の
調
整
は
当
面
見
合
わ
せ
る
。」
と
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
関
西
で
は
、
大
阪
市
の
み
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

故
を
受
け
て 

、
原
発
の
安
全
性
の
確
保
を
十
分
に
図
る
こ

と
や
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
重
要
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、 

経
済
・
産
業
へ
の
影
響
や
電
気
料

金
高
騰
の
観
点
か
ら
即
時
停
止
と
は
な
ら
ず
、
止
む
を
得
ず

原
発
再
稼
働
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
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●
放
射
能
に
つ
い
て

　

単
位
は
、Sv
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）、Bq
（
ベ
ク
レ
ル
）、Ci
（
キ
ュ
ー
リ
ー
）、R
（
レ

ン
ト
ゲ
ン
）、Gy
（
グ
レ
イ
）、rad
（
ラ
ド
）、rem
（
レ
ム
）、Rd
（
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
）、

M

・E

（
マ
ッ
ヘ
）
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、Sv
と
Bq
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

①　

Bq
（
ベ
ク
レ
ル
）
に
つ
い
て

　

前
頁
の
表
は
、

MBq
／

㎢
（
メ
ガ
ベ
ク
レ
ル
／

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
１
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
に
１
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
と
い
う
単
位
で
す
。

　

ガ
レ
キ
の
広
域
処
理
問
題
で
政
府
は
８
０
０
０
Bq
／

kg
（
ベ
ク
レ
ル
／

キ
ロ
グ

ラ
ム
）
以
下
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
焼
却
を
行
わ
ず
に
埋
め
立
て
処
分
す
る

場
合
は
８
０
０
０
Bq
／

kg
以
下
と
し
、
焼
却
を
行
う
場
合
は
焼
却
灰
の
平
均
的

な
濃
度
が
確
実
に
８
０
０
０
Bq
／

kg
を
下
回
る
よ
う
に
２
４
０ 

Bq
／

kg
（
流
動

床
式
の
設
備
の
焼
却
施
設
で
は
４
８
０ 

Bq
／

kg
）以
下
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
広
域
連
合
で
は
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
水
に
溶
け
や
す
い
こ
と
も
あ
り
、

最
終
処
分
場
の
候
補
地
と
し
て
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー（
通
称
：

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）
の
４
か
所
の
内
の
す
で
に
陸
地
化
し
て
い
る
尼
崎
と
泉
大
津

の
２
か
所
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
を
行
う
か
否
か
を
決
定
す
る

の
は
あ
く
ま
で
も
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
権
限
で
す
。

　

関
西
広
域
連
合
で
は
、
国
の
８
０
０
０ 

Bq
／

kg
以
下
を
さ
ら
に
厳
し
く

２
０
０
０ 

Bq
／

kg
以
下
と
し
、（
生
）
の
ガ
レ
キ
そ
の
も
の
は
１
０
０
Bq
／

kg
以

下
と
し
て
い
ま
す
。（
こ
れ
は
、
前
記
の
２
４
０ 

Bq
／

kg
、
４
８
０
Bq
／

kg
に
対

す
る
も
の
で
す
。）

　

国
の
８
０
０
０ 

Bq
／

kg
の
考
え
方
は
、
通
常
勤
務
で
一
年
間
の
焼
却
場
等
で

作
業
行
っ
て
も
②
で
記
載
し
て
い
る
年
間
１
㎜
Sv
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
の
被

曝
量
に
達
し
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。
関
西
広
域
連
合
で
は
、
各
焼
却
施
設
等

の
作
業
の
実
態
を
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
う
え
で
、
国
の
基
準
を
大
幅
に
厳
し

く
す
る
２
０
０
０ 

Bq
／

kg
以
下
と
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
兵
庫
県
下
の
自

治
体
の
処
理
能
力
（
余
裕
量
）
か
ら
見
る
と
、
通
常
の
ご
み
と
の
混
合
焼
却
と

な
り
、
そ
の
割
合
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
な
る
の
で
さ

ら
に
焼
却
灰
の
濃
度
は
低
く
な
る
と
県
当
局
は
言
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
群
馬
県
伊
勢
崎
市
の
試
験
焼
却
で
は
、
昨
年
９
月
に
埋
め
立
て
処
分
場

か
ら
大
雨
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
目
安
の
濃
度
を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
漏

出
し
た
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
２
日
発
表
で
は
、
福
島
県

南
相
馬
市
真
野
川
の
魚
か
ら
最
大
２
６
０
０ 

Bq
／

kg
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。（
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
…
一
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
決
し
て
不
安

を
煽
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
環
境
省
は
大
気
、
水
、
土
壌
、
植
物
、

動
物
、
魚
、
等
々
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
日
々

の
生
活
の
中
で
は
無
関
心
で
あ
り
、
よ
ほ
ど
注
意
あ
る
い
は
意
識
を
持
た

な
い
と
目
に
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

②　

Sv
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）
に
つ
い
て

　

Sv
と
は
、
生
体
へ
の
（
主
に
外
部
）
被
曝
の
大
き
さ
を
表
す
単
位
で
、
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
で
は
、
一
般
の
人
の
被
曝
限
度
量
を
１
年
間
で
１
Sv
の
千

分
の
一
の
１
㎜
Sv
（
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
以
下
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事

故
当
初
文
科
省
は
、子
ど
も
の
放
射
能
の
安
全
基
準
を
年
間
20
㎜
Sv
に
設
定（
暫

定
）
を
し
て
お
り
福
島
の
母
親
た
ち
の
厳
し
い
撤
回
要
求
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
20
㎜
Sv
の
暫
定
基
準
を
事
実
上
撤
回
し
、
１
㎜
Sv
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。

③　

本
当
に
怖
い
の
は
内
部
被
曝

　

水
や
食
物
を
口
か
ら
体
内
に
吸
収
を
す
る
と
、
低
レ
ベ
ル
放
射
能
で
あ
っ
て

も
放
射
性
物
質
の
種
類
に
よ
っ
て
は
何
十
年
も
体
内
に
と
ど
ま
り
、
遺
伝
子
に

影
響
を
与
え
て
ガ
ン
の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
体
の
成
長
の
著
し

い
子
ど
も
た
ち
や
妊
婦
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。

※
東
京
を
は
じ
め
関
東
圏
に
も
大
量
の
放
射
能
が
降
下 

?!
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④　

下
水
処
理
場
の
汚
泥
が
セ
メ
ン
ト
や

　
　

農
業
用
肥
料
に
も
一
定
の
基
準
以
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
暫
定
許
容
値
は
上
記
Ｂ
表
の
通

り
（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

 

・
セ
メ
ン
ト
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
ム
濃
度
が
、
２
０
０
Bq
／

kg
以
下
で
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。（
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）

・
タ
バ
コ
は
国
の
基
準
値
は
存
在
し
な
い
が
、
Ｊ
Ｔ
の
自

主
基
準
値
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
０
０
 Bq
／

kg
以
下
と
し

て
い
る
。

※
な
お
、
国
際
環
境
保
護
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
等

民
間
団
体
の
独
自
調
査
で
は
、
兵
庫
県
産
表
示
ア
ン

コ
ウ
か
ら
も
16
・
２
Bq
／

kg
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
及
び

１
３
７
の
合
算
）
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
単
位
の
見
方
も
あ
る
い
は
放

射
性
物
質
そ
の
も
の
も
難
解
で
、
政
府
発
表
、
民
間
団
体

発
表
と
異
な
る
数
字
情
報
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
情
報
の
把
握
は
非
常
に
重
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

※
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
県
民
の
生
活
へ
の

影
響
」
と
し
て
、
神
奈
川
県
か
ら
市
川
町
に
母
子
避
難

さ
れ
て
い
る
小
木
曽
綾
子
様
か
ら
投
稿
を
受
け
ま
し

た
の
で
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
簡
単
に
小
木
曽
様
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
、
現
在
は
休
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
神
奈
川
県
弁
護

士
会
所
属
だ
っ
た
方
で
す
。

番号 種　別 事　　　業　　　名 大　字 事　　　業　　　量
1 農 業 地域の夢推進事業（もち麦食品センター） 西田原 もち麦製粉施設整備（プレハブ・冷蔵庫・金属探知機外）
2

土 地 改 良

ため池等整備事業（姫ヶ池） 南田原 附帯工 1 式
3 基幹水利施設

ストックマネージメント事業 田原・大貫 用水路補修 L=0.5km、分水ゲート補修 1 箇所
4 経営体育成基盤整備事業（ほ場整備） 西治 区画整理 1.0ha
5 県単独緊急ため池整備事業（倉谷下池） 大貫 堤体工 L=28m
6

森 林 事 業

造林事業 町内各所 間伐・衛生伐 20ha
7 災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 田口外 本数調整伐 3 箇所
8 災害に強い森づくり（住民参画型森林整備） 山崎 里山防災林型森林整備 1 箇所
9 鳥獣被害防止総合対策事業 町内各所 獣害防止柵設置 L=2500m
10 治 山 事 業 保育事業 田口外 森林整備
11 県単独緊急防災事業 大貫 測量・調査

姫路農林事務所
（福崎町）

食品・食料の基準値

◆平成 24 年度ハード事業実施個所

肥料・倍土・
土 壌 改 良 剤 牛、馬用飼料 豚用飼料 家禽用飼料 養殖魚用飼料

400 100 80 100 40

（Ｂ表）
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番号 種　別 事　　　業　　　名 大　字 事　　　業　　　量
1 農 業 野生動物防護柵集落連携設置事業 下牛尾外 2 地区 野生動物防護柵設置
2

土 地 改 良

ため池等整備事業（坂戸池） 坂戸 堤体工 2 か所
3 県単独緊急ため池整備事業（今井池） 神崎 堤体工 L=33m
4 県単独緊急ため池整備事業（隠谷池） 小畑 堤体工 L=21m
5 農業集落排水事業（坂戸池） 坂戸 機能強化、実施設計 1 式
6

森 林 事 業

造林事業 町内各所 間伐 46ha
7 災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 上牛尾外 本数調整伐等 28 箇所
8 災害に強い森づくり（野生動物育成林整備） 東川辺、下瀬加 バッファゾーン等整備１箇所、計画策定 1 箇所

9 災害に強い森づくり（住民参画型森林整備） 下牛尾、東川辺 バッファゾーン等整備１箇所、里山防災
林型森林整備 1 箇所

10 鳥獣被害防止総合対策事業 町内各所 獣害防止柵設置 L=5775m
11 治 山 保育事業 上牛尾 森林整備
12 県単独緊急防災事業 東小畑 谷止工 4 基

番号 種　別 事　　　業　　　名 大　字 事　　　業　　量
1

農 業
中山間地域活性化緊急対策事業 山田 米粉商品開発必要機器（シーラー等袋詰機器）

2 地域直売所整備促進事業 南小田 直売所建設
3 地域の夢推進事業 町 カドミウム簡易測定器
4 土 地 改 良 農村総合整備事業（神河の里） 鍛治 用排水施設 0.6km
5

森 林 事 業

造林事業 町内各所 下刈り・間伐等 370ha、作業道開設

6 森林林業緊急整備事業 上小田外 間伐 6ha、作業道開設 3 路線 L=1000m、
高性能林業機械導入 2 台

7 災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 町内各所 間伐木土留工 60ha
8 災害に強い森づくり（緊急防災林整備） 新田外 本数調整伐等 3 箇所
9 針葉樹と広葉樹林の混合林整備 猪篠、川上 森林整備等 1 箇所、計画策定 1 箇所
10 野生動物育成林整備 吉富 広葉樹林整備１箇所
11 鳥獣被害防止総合対策事業 町内各所 獣害防止柵設置 L=6820m
12

治 山

復旧治山事業 川上 谷止工 1 基
13 奥地保安林保全緊急事業 岩屋外 山腹工 2 箇所
14 水源森林再生対策事業 中村 森林整備
15 保育事業 福本 森林整備

（市川町）

（神河町）

道路 公　　　　　共　　　　　（国庫補助）
番号 名　　　称 町　名 大　字 事　　　　　業　　　　量

1 国道 312 号（改築・拡幅） 市川町 屋形～浅野 全体：L=1200 ｍ、W=6.0(7.5)m、24：用地買収
2 国道 312 号（沿道環境） 福崎町 高橋～井ノ口 全体：23 ～ L=3300m、W=5.5（8.2）m、24：排水性舗装 L=900m
3 （主）三木宍粟線 福崎町 西田原～東田原 全体：22 ～ L=1200m、W=6.5（11.5）m、24：排水性舗装 L=100m
4 （一）長谷市川線（橋梁補修） 市川町 小谷（中橋） 全体：24 ～ L=23.0m、W=6.5(7.0)m、24：設計
5 （一）岩屋生野線（災害防除） 神河町 岩屋～作畑 全体：15 ～ N=35 箇所、W=4.0(5.0)m、24：落石防止策網 L=20m 測試
6 （主）三木宍粟線（交通対策） 福崎町 南田原 全体：21 ～ L=300m、W=9.5(18.0)m、24：用地補償
7 （主）三木宍粟線（交通対策） 福崎町 大貫 全体：22 ～ L=500m,W=3.0(4.0)m、24：用地補償
8 （一）岩屋生野線（交通対策） 神河町 岩屋 全体：20 ～ L=1910m、W=2.0(2.5)m、24 歩道設置 L=130m、測試、用地補償
9 （主）加美宍粟線（交通対策） 神河町 中村 全体：20 ～ L=2300m、W=3.0(3.5)m、24 歩道設置 L=400m、用地
10 国道 312 号（交通対策） 神河町 杉 全体：23 ～ L=240m、W=2.0(2.5)m、24 歩道設置 L=135m、用地補償
11 （主）加美宍粟線（交通対策） 神河町 柏尾 全体：23 ～ L=40m、W=2.0(2.5)m、24 歩道設置 L=40m
12 （一）岩屋生野線（災害防除） 神河町 越知 全体：24 ～ L=70m、W=2.0(2.5)m、24 歩道設置 L=70m、測試、用地補償
13 （一）長谷市川線（交通対策） 神河町 比延 全体：24 ～ L=300m、W=2.0(2.5)m、24 測量設計、用地補償

県単独
14 （一）前之庄市川線（道路改良）市川町 甘地 全体：22（S56 ～）L=490m、W=5.5(9.25)m、24 踏切拡幅、道路改良 L=70m
15 （一）岩屋生野線（道路改良） 神河町 越知 全体：10 ～ L=855m、W=5.5(9.25)m、24 側道橋改良 L=41.5m

河川 公　　　　　共　　　　　（国庫補助）
番号 名　　　称 町　名 大　字 事　　　　　業　　　　　量

1 振古川（総合流域防災） 市川町 谷 全体：S55 ～ L=2000m、24：護岸 L=100m、橋梁上下部 1 橋
2 小谷川（通常砂防） 神河町 大山 全体：18 ～堰堤工 H=11.0m、24：工事　前庭工 L=27.1m
3 下村谷川（通常砂防） 神河町 作畑 全体：22 ～堰堤工 H=13.5m、24：工事　渓流保全工 L=116.6m
4 亀岩川（通常砂防） 神河町 根宇野 全体：17 ～堰堤工 H=8.0m、24：測試、補償、工事　渓流保全工 L=283m
5 板坂口下谷川（通常砂防） 福崎町 高岡 全体：23 ～堰堤工 H=7.0m、24：測試、工事　渓流保全工 L=70.3m
6 寺家東谷川（通常砂防） 市川町 上牛尾 全体：24 ～堰堤工 H=9.5m、24：測試、用地、補償
7 西谷（急傾斜地崩壊対策） 福崎町 西治 全体：24 ～ L=375m、24：補償、工事、法枠工 L=80m

県単独
8 越知川（緊急防災・減災） 神河町 山田 全体：23 ～ L=1060m、24：工事　護岸工 L-273m、用地補償
9 岡部川（緊急防災・減災） 市川町 下牛尾 全体：23 ～ L=200m、24：工事　護岸工 L=200m
10 市川（緊急防災・減災） 神河町 栗 全体：24 ～ L=80.0m、24：測試、工事、護岸工
11 越知川（緊急防災・減災） 神河町 東柏尾 全体：24 ～工事、根固め工
12 大蔵谷川（緊急防災） 神河町 上越知 全体：22 ～堰堤工 H=13.0m、24：工事　砂防堰堤 1 基

平成 24 年度公共・県単事業実施個所　　姫路土木事務所福崎事業所
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関西広域連合・兵庫県

◆兵庫県・関西広域連合では、次の節電対策を求めています！

10
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４月　１日　神河町消防団初出式並びに入退団式
４月　２日　政府・民主党本部陳情に係る打合せについて：民主党兵庫県連
４月　７日　砥峰高原山焼き：砥峰高原、ひまわり荘花見会：市川町
４月　８日　宮野区初総会
４月　９日　福崎高校入学式、神崎郡理容組合総会：福崎町
４月１１日　ものづくり大学入学式：姫路市
４月１２日　老人大学神崎・福寿学園開校式：福崎町
４月１４日　郡中学女子ソフトボール大会：神河中
４月１６日　産業労働常任委員会、近畿圧送労働組合との面談
４月１９日　太陽光・メガソーラー発電について陳情（岩本農林水産副大臣ほか）：東京
４月２０日　イーエス・テクノロジー㈱との懇談、市川町堀田議員との面談
４月２２日　山口つよし国政報告会：たつの市赤とんぼホール
４月２３日　一旬会（県民局長講演）：姫路市
４月２５日　産業労働部産業振興局長への紹介㈲マイテック：神戸
４月２８日　姫路地区メーデー：姫路市東御屋敷公園
５月　４日　多可町市原地区、新田・作畑地区の交流会：多可町
５月　７日　議員団総会：神戸
５月１３日　福崎町消防団操法大会：福崎町
５月１５日　県道長谷市川線（旧道）美佐地内立会：土木・役場・美佐区
５月１６日　産業労働常任委員会：神戸
５月１７日　神河町高齢者大学入校式：神河町、兵庫自治研センター理事会：神戸
５月１９日　兵庫県議員団会議総会：神戸
５月２０日　神河町消防団操法大会：神河町
５月２２日　神河町戦没者慰霊祭：姫路護国神社
５月２４日　神崎自家用自動車協会総会、神崎郡交通安全協会総会：福崎町
５月２７日　市川町消防操法大会：市川町
５月２９日　議員団総会、当局ヒヤリング（節電対策）：神戸
６月　２日　ソフトボール協会スタッフ会議：市川町
６月　４日　東北震災ガレキ受入問題について：姫路市、メガソーラー発電について：神河町
６月　５日　６月議会（初日）、議員団総会：神戸
６月　７日　福崎防犯協会総会：福崎町
６月　８日　６月議会・代表質問（２日目）、議員団総会：神戸
６月　９日　中村区ほたるまつり
６月１０日　ほたるの里の会：神河町
６月１１日　産業労働常任委員会：神戸
６月１２日　福崎土木事業所との打合せ：福崎町
６月１３日　６月議会（最終日）、議員団総会：神戸
６月１６日　犬見川ほたるまつり：神河町
６月１７日　神崎郡ソフトボール大会：市川町
６月１８日　総務常任委員会、議員団総会、近畿圧送労働組合と当局との意見交換会：神戸
６月２０日　当局ヒヤリング（節電対策）：神戸、ソフトボール協会理事会：市川町
６月２２日　福島原発事故関東からの母子非難者との懇談：市川町
６月２３日　尾崎光雄氏叙勲受賞祝賀会：市川町
６月 25 ～ 26 日　 議員団管内調査（姫路・家島・相生）
６月２７日　播但同管理事務所との懇談（出水対策について）：福崎町
６月２９日　谷区長との懇談：福崎町
６月３０日　後藤福崎町商工会長褒章受賞祝賀会：福崎町
７月　 7 日　尾崎光雄氏旭日中綬章受賞祝賀会
７月　 8 日　中播磨地区消防操法大会：三木市
７月１０日　第 62 回「社会を明るくする運動」神崎郡住民大会：福崎町
　　　　　　澤地区県政課題意見交換会
７月１２日　福崎町及び区長会からの要望について：福崎町
　　　　　　県民局長、福崎町議長外との意見交換会：姫路市
７月１３日　神河町議会との意見交換会：神河町
７月１４日　「ゆたかな教育の創造を目指す県民会議」総会：神戸市
７月１８日　総務常任委員会：神戸

東 奔 西 走（活動日誌）


